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緒　　言

　我々は，今まで，魚介類D～5），野菜類6）～1°），牛

乳11）’12），乳製品13）及び油脂類14）等に含まれる多環芳香

族炭化水素（polycyclic　aromatic　hydrocarbons，以

下PAHsと略す）の分析方法の検討及び含有量にっい

て報告を行ってきた．

　肉類中のPAHsの調査研究は，イタリアのM．Lodo－

viciら15），台湾のB．H．Chenら16）及びアメリカの

N．1（azerouniら17）の諸外国の報告は見られる．しかし，

国産の肉類のPAHs含有量にっいての報告は，ほとん

ど見られない．

　そこで著者らが，これまで検討してきたPAHsの分

析法を肉類に適用した．国産の牛肉類7種類（v一ス肉

及び肩肉），豚肉類10種類（ロース肉及びもも肉）及び

鶏肉類8種類（もも肉及びむね肉）の脂質含有量の差に

よるPAHsの検出量にっいて，結果を報告する．

実験方法

1．試料

　国産の牛肉類7種類（ロース肉4試料・脂質44．Og18）

／100g，肩肉3試料・脂質22．3g／100g），国産豚肉類10

試料（ロース肉5試料・脂質19．2g／100g，もも肉5試

料・脂質10．2g／100g），及び国産鶏肉類8試料（もも肉

4試料・脂質19．1g／100g，むね肉4試料・脂質17．2g／

100g），の試料は平成12年1月～14年10月都内で購入し

た．

2．試薬

　n一ヘキサン：（HPLC用）和光純薬工業㈱，ジメチル

スルホキシド（以下DMSOと略す）：（アミノ酸自動分

析用）和光純薬工業㈱その他は前報5）に従った．

3．装置及び器具

　ソックスレー抽出器，シリカゲルカラムクロマト用カ

ラム管及び蛍光分光々度計その他は前報5）に従った．

4．試料の調整

　各試料は前報5）に従って乾燥し，乾燥重量約13～14g

（生重量約50g）を用いた．

5．抽出及びPAH分析

　ソックスレー抽出用の受器に水酸化カリウムを3～5

g入れ，少量の水で溶かした．試料は，ソックスレー抽

出管に入れ，メタノール100m！を加え，以下前報5）に従っ

て，ソックスレー抽出，シリカゲルカラムクロマトグラ

フィー，7％含水アルミナカラムクロマトグラフィー及

び蛍光測定を行った．以上各試料にっき2回ずっ採取し，

それぞれ分析を行った．
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6．添加回収実験

　PAHsの添加回収実験は，各種食品の分析方法の検

討1）～14）に於て行っているが，今回の肉類について，

PAHsの中で発がん性が強いといわれているbenzo（a）一
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pyreneの添加回収実験を行った．

　上記の抽出と同様に，ソックスレー抽出管に試料を入

れ，benzo（a）pyrene標準液（50．00ng）を添加した標

準添加試料及び対象としての標準無添加試料にっいて同

様に分析を行った．

結果及び考察

1．添加回収実験結果を表1に示した．

　　回収率は平均102％の結果が得られた．

2．国産牛肉類のPAHs分析結果を表2に示した．

　　牛ロース肉と肩肉のPAH、の検出量を平均値で

比較すると，脂質含有量の多いロース肉の方が高い

検出量のものは，9，10－dimethylbenz（a）anthra－

ceneの1．35ppb（肩肉1．18ppb）及びpyreneの

O．23ppb（肩肉0．03ppb）であ層った．

　　また，脂質含有量の少ない肩肉の方が高い検出量

　のものは，coronene　O．87ppb（ロース肉0．18ppb），

表1　肉類のBenzo（a）pyrene添加回収率

鷲幣幣藝欝騰率
BenzQ（a）pyrene　　　50　　　50．00　　50．80　　2．30　　　97

Benzo（a）pyrene　　　50　　　50．00　　53．50　　3．70　　　100

Benzo（a）pyrene　　　50　　　50．00　　56．33　　2，40　　　108

fluoranthene　O．48ppb（ロース肉0．17ppb）及び

perylene　O．36ppb（ロース肉0．07ppb）等であった．

　　Benzo（a）pyreneはロース肉0．05ppb及び肩肉

0．06ppbであった．

　　全7試料から検出したPAHsは，　benzo（a）py－

rene，　coronene及びbenzo（k）fluorantheneであっ

　た．

3．国産豚肉類のPAHsの分析結果を表3に示した．

　　豚ロース肉ともも肉のPAHs検出量を平均値で

比較すると，脂質含有量の多いロース肉の方が高い

　ものは，benzo（a）pyrene　O．28ppb（もも肉0．11ppb），

pyrene　O．29ppb（もも肉0．09ppb）及びcoronene

O30ppb（もも肉0．20ppb）等であった．

　　また，脂質含有量の少ないもも肉の方が高い検出

量のものは，phenanthrene　1．27ppb（ロース肉

0．05ppb）等であった．

　　Benzo（a）pyreneは牛肉類（ロース肉O．05ppb及

び肩肉0．06ppb）より高い傾向であり，豚ロース肉

0．28ppb及び豚もも肉0．11ppbであった．

　　全10試料から検出したPAHsはbenzo（a）pyrene

であった．

4．国産鶏肉類のPAHsの分析結果を表4に示した．

　　鶏もも肉とむね肉のPAHsの検出量を平均値で

比較すると，脂質含有量の多いもも肉の方が高いも

平均 　　　　　　　102

表2　国産牛肉の多環芳香族炭化水素の含有量 （ppb）

牛ロース肉
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牛肩肉
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表3　国産豚肉の多環芳香族炭化水素の含有量 （ppb）
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豚ロース肉

平均
豚もも肉
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表4　国産鶏肉の多環芳香族炭化水素の含有量 （ppb）
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のは，pyrene　O．44ppb（むね肉0．05ppb）等であっ

た．

　また，脂質含有量の少ないむね肉の方が高い検出

量のものは，phenanthrene　O．19ppb（もも肉0．06

ppb），　coronene　O．28ppb（もも肉0，09ppb）及び

fluoranthene　1．16ppb（もも肉0．54ppb）等であっ

た．

　Benzo（a）pyreneは，牛肉類（ロース肉0．05ppb

及び肩肉0．06ppb）より高い傾向であり，もも肉

0．26ppb及びむね肉0．27ppbであった．

　　全8試料から検出したPAHsはbenzo（a）pyrene

及びfluorantheneであった．

5．諸外国では，イタリアのM．Lodoviciら’5）は，

benzo（a）pyrene牛肉2．222μg／kg，豚肉0．427μg／kg

及び鶏肉0．181μg／kgと報告を行っている．
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まとめ

1．脂質含有量の多い牛ロース肉，豚ロース肉及び鶏

　もも肉は，共にpyreneのみが脂質含有量の少ない

牛肩肉，豚もも肉及び鶏むね肉の約3～9倍高い検

出量であった．

2．Coroneneは，脂質含有量の少ない牛肩肉及び鶏

むね肉が脂質含有量の多い牛ロース肉及び鶏もも肉

より約3～5倍高い検出量であった．

3．Benzo（a）pyreneは，牛肉類に比較して，豚肉類

及び鶏肉類が約4倍高い検出量であった．

4．牛肉類，豚肉類及び鶏肉類3者の検出率が80％以

上のPAHsはbenzo（a）pyrene及びcoroneneであっ

　た．
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Abstract

　The　report　on　Polycyclic　Aromatic　Hydrocarbons（PA且）of　domestically　produced　meats　has　almost

never　been　seen　bef6re．

　Therefore，　we　analyzed　that　the　variety　of　meat　and　the　difference　of　its　fat　influence　on　the　content　of

PAH　contained　in　7　kinds　of　domestic　beef（4　samples　of　sirloin　and　3　samples　of　chuck　eye　rol1），10　kinds

of　pork（5　samples　of　loin　and　5　samples　of　leg）and　8　kinds　of　domestic　chicken（4　samples　of　leg　and　4　sam－

ples　of　chicken　breast）using　the　analytical　method　we　have　examined　the　effectiveness．

　Accordingly，　high　fat　content　of　3　items　of　beef　sirloin，　pork　lion　and　chicken　leg　contained　3　to　g　times

of　pyrene　than　less　fat　content　of　3　items　of　beef　shoulder，　pork　leg　and　chicken　breast．

　The　amount　of　detected　Benzo（a）pyrene　contained　in　pork　and　chicken　was　about　4　times　higher　than　that

contained　in　beef．

（28）


